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問 題
やせたい女性たち
厚生労働省が行った平成14年の国民栄養調査の
結果によると，肥満度の指標であるBMIの値が，
20代では低体重といわれる「やせ」に分類される
女性の割合が20年前に比べて2倍に増加している
（厚生労働省，2003）。このことは，青年期の女性は
年々やせの傾向にあることを示している。また，同
調査では，10代，20代の女性において全体的には
「やせ」が増加しているにもかかわらず，自身の体
型を「太っている」と感じている女性が多いことが
示されている。つまり，実際の体型は「普通」であ
ったとしても，「太っている」と評価する女性が10
代，20代を通して非常に多いのである。さらに，
低体重の女性の中にはもっと体重を減らそうとして
いる者がいることがわかっている。これらを踏まえ
ると，若い女性たちの体重は年々減少傾向にあると
言える。事実，切池永田白田（1996）によれば，
ここ30年間で平均身長は伸びているのに，平均体
重は変わっていない。必然的にBMIの値も下がり，
「やせ気味」と評価される20.0に近づきつつある。
このように女性たちがやせることに執着するのは，
我々の社会が外見に高い価値を置いているためだと
考えられる。
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身願望
身願望とは，「自己の体重を減少させたり，体
型をスリム化しようとする欲求」（馬場菅原，2000）
のことであり，それによって絶食，薬物，運動，エ
ステなど様々なダイエット行動を動機づけると考え
られる。女性たちの多くが行うダイエットは，体型
の維持というよりも，よりスリムな体になることを
重視する傾向にある（菅原馬場，1998）。そのため，
極端なダイエット行動などは摂食障害につながる危
険性がある。現代社会においては，「肥満」に対す
る危険性を訴えることが多いが，若い女性において
は「やせ」への危険性の方が高いといえる。
身近な他者の存在
女性たちがこれほどまでにやせている体型にとら
われるのはなぜだろうか。これまで，身願望に影
響を与える要因について身願望と自尊感情との関
係について様々な研究がなされてきた（e.g.,田崎
今田，2004;池田，2007）。しかし，その多くは身
願望と個人の特性に注目して検討している。田崎
今田（2004），池田（2007）においても身願望と自
尊感情との関係について検討が行われていることか
ら，個人の特性に注目していることがわかる。
身願望に影響を与える要因の一つとして，社会
的要因の存在があり，先行研究において必ず言及さ
れる（e.g.,田崎今田，2004;池田，2007）。そして，
その対象はごく身近で親密な他者であることが強調
されている。だが，そのような他者の存在が与える
影響について取り上げた研究は少ない。前川（2005）
の研究は，他者の存在の影響を研究した数少ない研
究である。前川（2005）は，自分の周りの同年代の
仲間に体重，食事に対して関心が高い者が多いこと
が，本人のダイエット行動や体重へのこだわりとい
った身願望に関係していることを指摘している。
また，ダイエットをしている女子学生の多くが，友
人に自分の体型をからかわれた経験を持ち，体型に
関してからかわれた経験が本人の身願望を促進す
ることも指摘している。さらに，同年代の仲間が抱
く体重体型へのこだわりに影響されるだけでなく，
家族といった身近な人々のやせ志向に子どもが影響
を受ける傾向にあるということも主張している。
本研究では，前川（2005）で報告されていたよう
な同世代の友人や家族といった身近にいる他者の違
いによる身願望の変化を検討する。特に身近な他
者の言説が身願望にどのような影響を及ぼすかを
検討する。このとき，他者の性別が身願望に影響
すると考えられる。日常生活において，人は異性の
視線と同性の視線とのどちらを意識するかというと，
異性の視線ではないだろうか。多くの女性たちは恋
人に自分の外見を良く見せたいと考え，事あるごと
に体型を気にし，ダイエットに励んでいる。これは，
他者の性別を意識していると考えられる。そのため，
親密な他者の性別も踏まえ検討した。
方 法
調査対象者
東京都内の大学に通う女子大学生178名に調査を
行った。有効回答数は157名であった。その内，女
子大学に通う女子大学生は106名，共学の大学に通
う女子大学生は51名であった。この157名の中か
ら病理性のあるものを除くため，フェイスシートで
得られた身長および体重からBMI値を算出した。
日本肥満学会によって規定されている肥分類（片
岡，2003）に基づき，18.5未満を「やせ」，18.5以
上25未満を「普通」，25以上を「肥満」と3つに
分類した。その中でも，健康に影響を与えるとされ
ているBMI値28.6以上の高度肥満と，低体重の中
でも女性ホルモンの激減などといった影響の出る恐
れがあるBMI値17以下の低体重を除外した。そ
の結果，有効回答数157名の内，最終的に分析対象
となったのは148名であった。
調査手続き
調査は質問紙調査法にて行った。授業時間外にお
いて教室にいる学生に質問紙を配布，回答後に回収
した。
調査内容
フェイスシート 本研究の目的を質問紙配布前に
口頭で述べ，調査協力を求めた。調査目的の記載の
後，大学名，所属学科名，学年，年齢，家族構成，
居住形態をたずねた。なお，家族構成は自由記述で
回答を求め，居住形態は，実家，一人暮らし，（き
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ょうだい等と）同居，その他から選択させた。
現在の身長と体重 BMI値の算出のために，現
在の身長と体重の記入をさせた。
想定場面の設定 場面想定法を用いて，対象とな
る他者（恋人友人両親きょうだい等計9人）の存
在を操作した。一つの質問紙ですべての他者につい
てたずねており，他者を想定する順番は恋人，異性
の友人，同性の友人，父親，母親，きょうだいとい
う順番で1パターンに固定されていた。設定した場
面は，日常にみられるような状況で，自分の体型に
対して注意が向くような場面になるように設定した
以下のようなものであった。
あなたは恋人と一緒に喫茶店にいます。そこへあな
たよりもやせていて，スタイルの良い女性が入って
きました。恋人はその女性を見て「あの人，スタイ
ルいいなあ。」と言いました。
従属測定 設定場面における身願望を測定する
ために，馬場菅原（2000）が作成した身願望尺
度計11項目を使用した。各項目について「非常に
あてはまる」（5点）から「全くあてはまらない」（1
点）までの5段階による自己評定を求めた。具体的
な項目は，「体重が増えるのが怖い」，「何が何でも
体重を減らしたい」，「自分がやせることを考えると
わくわくする」「もっとやせたいという思いで頭が
いっぱいだ」「体重にとらわれている」「もっとやせ
ていたらと悔やむことが多い」等を含む計11項目
であった。本研究では，すべての回答者が回答した
恋人，異性の友人，同性の友人，父親，母親の5場
面に対する回答を分析対象とした。
この他にも自分自身の体型に満足しているかをた
ずねた身体満足度，自分の現在の体型に対して感じ
ているデメリット感をたずねた現体型のデメリット
感，やせている体型に対するメリット感をたずねた
身のメリット感，身体の部位（太ももや腰）に対
する不満をたずねた体型不満といった個人の特性に
ついて測定したが，今回の分析には用いなかった。
結 果
各場面の身願望尺度の信頼性分析
各場面の身願望尺度の内的整合性を検討するた
めに，信頼性分析を行った。その結果，恋人場面で
はα＝.94，異性の友人場面ではα＝.95，同性の友
人場面ではα＝.95，父親場面ではα＝.94，母親場
面ではα＝.95，年上の異性のきょうだい場面では
α＝.97，年下の異性のきょうだい場面ではα＝.95，
年上の同性のきょうだい場面ではα＝.95，年下の
同性のきょうだい場面ではα＝.92とどの場面にお
いても十分な値が得られた。
記述統計
身長の平均は 157.15（cm），体重の平均は 49.77
（kg）だった。BMI値の平均は20.09だった。BMI
値の平均値は「普通」と分類されるBMI値18.5以
上25未満であったが，日本人の「標準」とされて
いる平均値22.0よりも大きく下回っていた。この
結果は，金本横沢金本（2005）が5年前に行っ
た調査結果と比べても変化がみられなかった。しか
し，BMI値ごとに「やせ」「普通」「肥満」の3つ
に分類したとき，「やせ」は 24.3％，「普通」は
73％，「肥満」2.7％であった。これに対し，金本
横沢金本（2005）の研究においては，「やせ」
14％，「普通」83.2％，「肥満」2.8％であった。こ
れらのことから，本調査と，金本横沢金本
（2005）の調査と「やせ」「普通」「肥満」の3つの肥
分類との関連に関して，χ
2検定を行った。2×3
のχ2検定の結果，人数の偏りは有意ではなかった
（χ2（1）＝1.00,n.s.）。
各場面の身願望の得点を合計した。各場面の
身願望尺度の記述統計量を表1に記す。それぞれの
平均値は，恋人場面（M＝33.51），異性の友人場面
（M＝30.89），同性の友人場面（M＝30.03），父親（M
＝26.90），母親（M＝27.80），年上の異性のきょうだ
い場面（M＝28.59），年上の同性のきょうだい場面
（M＝28.19），年下の異性のきょうだい場面（M＝22.56），
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表1 各場面における身願望尺度の記述統計量
（N＝148）
度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差
恋人場面の身願望
異性の友人場面の身願望
同性の友人場面の身願望
父親場面の身願望
母親場面の身願望
148
148
148
148
148
11
11
11
11
11
55
55
55
55
55
33.51
30.89
30.03
26.90
27.80
10.40
10.85
10.89
9.94
10.58
年下の同性のきょうだい場面（M＝26.67）であった。
血縁関係および性別ごとにみた身願望
身願望得点を従属変数とし，異性の友人場面，
同性の友人場面，父親場面，母親場面を，家族友
人か，異性同性かに分け，2（性別:異性同性）
×2（関係:家族友人）の被験者内2要因の分散分
析を行った（図1）。その結果，性別の主効果はみら
れなかった（F（1,147）＝.01,n.s.）。その一方，関係
の有意な主効果がみられた（F（1,147）＝39.83,p＜
.01）。 血縁関係のある父親 （M＝26.90） や母親
（M＝27.80）よりも血縁関係がない異性の友人（M
＝30.89）や同性の友人（M＝30.03）の方が高かった。
さらに，性別×関係の交互作用効果がみられた（F
（1,147）＝12.38,p＜.01）。Bonferroni法による多重
比較の結果，友人だけでみた場合には，異性の友人
（M＝30.89）の方が，同性の友人（M＝30.03）より高
かった。家族の場合には，父親（M＝26.90）より母
親（M＝27.80）の方の値が高かった。同性異性に
おいては，異性，同性どちらにおいても友人の方の
値が高かったが，同性よりも異性の方が，より差が
大きかった。
恋人場面（M＝33.51）とその他の4場面（異性の
友人場面，同性の友人場面，父親場面，母親場面）それ
ぞれにおいてt検定を行った。その結果，恋人場面
と異性の友人場面（t（147）＝7.29,p＜.01），同性の友
人場面（t（147）＝6.77,p＜.01），父親場面（t（147）
＝10.06,p＜.01），母親場面（t（147）＝8.62,p＜.01）
の4場面との間に有意差がみられた。全てにおいて
恋人場面の値が高かった。
考 察
女性たちの身長，体重，BMI値の現状
本調査と，金本横沢金本（2005）の調査年と
「やせ」「普通」「肥満」の3つの肥分類との有意
の関連に関してχ2検定を行った結果，人数の偏り
は有意ではなかった。つまり，現代の女性たちの身
長，体重，BMI値の平均値には金本横沢金本
（2005）が行った5年前から変化がみられなかった
といえる。それは，女性たちの「やせ志向」という
傾向に変化がみられないということを示唆している。
最近，やせすぎる女性たちや摂食障害などへの注意
をうながすような情報が飛び交っているにもかかわ
らず，女性たちの抱く「やせ志向」は強固なものな
のだろう。
身近にいる他者の違いが身願望へ及ぼす影響
身近にいる他者の違いが身願望へ及ぼす影響に
ついて，血縁関係のあるなしと性別の違いから検
討を行った。その結果，身願望に対して関係の有
意な主効果がみられたが，性別の主効果はみられな
かった。これらのことから身願望に影響を与える
のは，他者の性別というよりも血縁関係のあるな
しが関わっているといえる。つまり，被験者は血縁
関係よりも血縁関係にない友人といった他者の方が，
より見た目を自分の評価の一つとして規定すると推
測したと思われる。これに対して3つの考え方がで
きる。
第一に，血縁関係にある父親や母親は外見が似通
っていることが多々ある。それにもかかわらず，子
どもの外見をけなすということは，類似した外見を
もつ自分をもけなすことになる。人は，自分の評価
を貶めるようなことを避ける傾向にある。そのため，
たとえ自分のことではなかったとしても自分と似た
要素を持つ子どもに対して否定的な評価を下すこと
は考えにくい。そのため，血縁関係がない友人より
も父親や母親の方が外見で評価しないと推測したか
もしれない。
第二は，基本的信頼感の違いである。基本的信頼
感とは，「他人を信頼」し「自分を信頼」する感覚
のことである（泓緒賀，2007）。Erikson（1959）は
―13―
図1 想定する相手ごとにみた身願望の強さ
（平均値）
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ライフサイクルを重視して，各発達段階特有の心
理社会的な危機を通してパーソナリティは斬新的に
発達するという発達段階説を提出している。段階ご
とに重要な意味を持つ他者を取り上げ，その他者と
の関係を通して達成されるべき発達課題を設定し，
その第一段階である生後1年間の発達課題として母
親との相互作用を通して基本的信頼感を確立するこ
とをあげている。これらのことから，基本的信頼感
は過去の養育経験によっても違いがあり，友人に比
べて家族に対して基本的信頼感が高いと考えられる。
そのため，家族であれば，自分を悪く評価すること
はないと推測しているのではないかと考えられる。
第三は，年齢の違いである。年齢が近いほど，自
分が良いと思うものは相手も良いと思うはずと推測
しやすいかもしれない。同年齢において同じような
ものに興味を抱いたり，同じようなものを欲しいと
思ったりするようなことはよくあることである。そ
れらは，見た目にも影響していると考えられ，その
年代によって好ましいと思うものにも違いがあるは
ずである。よって，自分自身が外見を意識している
ことから，周囲の友人もそうに違いないと考え，他
者の目を気にしてしまったかもしれない。
性別×血縁関係の交互作用効果がみられた。この
結果を解釈するためには，生物学的な視点もしくは
進化心理学的な視点から，配偶関係における役割の
違いを考慮するとよいかもしれない。進化心理学の
側面から配偶関係での役割の違いを見ると，性選択
という考え方があげられる。性選択（性淘汰）は，
進化生物学における重要な理論の一つで，異性をめ
ぐる競争を通じて起きる進化のことである。動物は，
自分を異性のメンバーに対して魅力的にするような
特徴，あるいは配偶相手に接近するうえで同性メン
バーとの競争に有利になるような特徴を備えている。
このように行われる進化を性選択（性淘汰）という。
これらはヒトにも言えることであり，男性の方が女
性よりも上半身の力が強かったり，髭や体毛が多か
ったりといったような性的二型は性選択（性淘汰）
の結果ともいえる（Cartwright，2001）。
このようなことから考えられるのは，他者のこと
を自分が配偶の取引相手とみるか，対立競争する
相手とみるかの違いが影響したのかもしれないとい
うことである。異性は配偶可能性のある相手である
という考え方からすると，配偶の相手として常識的
に考えて父親は論外である。このことから，父親は
異性の友人（つまり，同世代の男性）との間に大きな
差がみられることになるのだろう。それに対し，同
性だけでみた場合は母親と同性の友人との差はそれ
ほど大きくない。これは，同性を対立競争相手と
みている可能性が示唆される。配偶関係という観点
のみで考えると，同世代の同性の友人（女性）ほど
ではないにせよ，母親も競争相手となりうる。その
ため，異性（男性）同士の場合と比較して大きな差
がみられなかったのだろう。
これらのことから考えると，血縁関係がなく，異
性の他者であり，交際相手として認識されている恋
人場面がこれら4つの場面よりも高い値であったこ
とについても説明ができるのではないだろうか。前
述で異性の友人を配偶の可能性がある相手とみてい
るとした。父親と比べると，恋人も異性の友人と同
じく血縁関係のない身近な他者である。しかし，異
性の友人と恋人では配偶の可能性という面からみて
違うところがある。それは，異性の友人は配偶の可
能性のある相手には違いないが，恋人と比べるとそ
の可能性が低いということである。恋人に対しては
恋愛感情を持っており，交際相手として認識されて
いる。つまり，配偶ということに関して言えば，異
性の友人よりも恋人の方がはるかにそのことを意識
しているのである。それだけでも異性の友人よりも
はるかに配偶の可能が高い相手だと言えるのではな
いだろうか。
今後の課題
今回の研究では，場面設定法を用いて身願望の
測定を行った。しかし，その場面は自分ともう一人
の女性とのスタイルを比較するような設定になって
いた。このように他者と自分を比較されるような状
況であると，それぞれの他者の存在が身願望へ影
響するというよりも，自分よりもすぐれた人物と比
較されたことが影響している可能性も考えられる。
よって，このような比較される場面ではなく，身近
な他者との関係から身というものを意識させるよ
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うな質問に変化させることによって測定する身願
望にも変化がみられるのではないだろうか。具体的
には，身近な他者との関係においてやせている（魅
力のある外見である）ということがどれほど重要と考
えるのかというような関係性に焦点を当てた質問の
仕方をする必要があると思われる。そして，それぞ
れの他者との関係を維持したり，よりよくするため
に外見というものをどれほど重要と考えているのか
を検討していくことが重要ではないかと思われる。
引用文献
馬場安希菅原健介（2000）．女子青年における身願望
についての研究 教育心理学研究，48，267274．
Cartwright,J.H.（2001）．Evolutionaryexplanations
ofhumanbehaviour.Oxford,UK:Routledge（カー
トライト，J.H. 鈴木光太郎河野和明（訳）（2005）．
進化心理学入門 新曜社）
Erikson,E.H.（1959）.Psychologicalissues:Identity
andthelifecycle.InternationalUniversitiesPress.
（エリクソン，E.H.小此木啓吾（訳）（1973）．自我同
一性 誠信書房）
泓厚子緒賀郷志（2007）．高校生の被信頼感が信頼感に
及ぼす影響について 岐阜大学教育学部研究報告 人文
科学，56，215224．
池田かよ子（2007）．思春期男子のやせ志向と自尊感情お
よび体型との関連 新潟青陵大学紀要，7，6371．
金本めぐみ横沢民男金本益男（2005）．思春期女性の
身体意識と食行動に関する研究 上智大学体育，38，
19．
片岡邦三（2003）．肥満の判定と肥満症の診断基準につい
て 肥満研究，9，34．
切池信夫永田利彦白田久美子（1996）．近年における
若い女性のBodyMassIndex低下について 臨床精
神医学，25，611617．
厚生労働省（2003）．平成14年 国民栄養調査結果 厚
生労働省ホームページ 2003年 12月 24日 http:/
www.mhlw.go.jp/houdou/2003/12/h1224-4.html
（2008年10月9日）
前川浩子（2005）．青年期女子の体重体型へのこだわり
に影響を及ぼす要因親の養育行動と社会的要因から
の検討 パーソナリティ研究，13，129142．
永田利彦切池信夫松永寿人池谷俊哉吉田充孝
山上榮 （1994）． 摂食障害患者における Eating
DisorderInventory（EDI）の試み 臨床精神医学，23，
897903．
菅原健介馬場安希（1998）．現代青年の身願望につい
ての研究男性と女性の身願望の違い 日本心理
学会第62回大会発表論文集，Pp.69．
田崎慎治今田純雄（2004）．大学生男女における自尊感
情と身願望の関係，広島修大論集 人文編，45，17
37．
（かまたに まりえ 生活機構研究科心理学専攻1年）
（ふじしま よしつぐ 心理学科）
―15―
